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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータの回転位置に応じて生成するＰＷＭ信号の状態を遷移させる演算コアと、
　ドライバ回路を介して前記ＰＷＭ信号をモータに出力する出力インタフェースと、
　前記ドライバ回路が前記ＰＷＭ信号に基づき生成した３相の駆動信号から選択した比較
対象検出信号と前記３相の駆動信号の中点電圧を示すセンタータップ電圧、又は、各相巻
き線端子から接地電位に接続された分圧抵抗網により合成されたアーティフィシャルセン
タータップ電圧とを比較するコンパレータと、を有するプロセッサにおいて前記演算コア
で実行されるモータの駆動制御プログラムであって、
　前記コンパレータの出力信号の値に基づきコンパレータ積分値を増減し、
　前記コンパレータ積分値がカウント初期値に達したことに応じて前記モータの回転位置
が遷移したことを検出し、
　当該検出結果に応じて、前記ＰＷＭ信号の状態を次状態に遷移させるモータの駆動制御
プログラム。
【請求項２】
　前記ＰＷＭ信号の状態が遷移した後の所定の期間は前記コンパレータの出力結果によら
ず前記コンパレータ積分値をカウントアップ又はカウントダウンする請求項１に記載のモ
ータの駆動制御プログラム。
【請求項３】
　前記所定の期間は、前記ＰＷＭ信号の状態が維持される一期間の所定の割合の期間とし
て予め設定される請求項２に記載のモータの駆動制御プログラム。
【請求項４】
　前記モータの回転位置の遷移が検出されたことに応じて選択する前記比較対象検出信号
を切り換える請求項１乃至３のいずれか１項に記載のモータの駆動制御プログラム。
【請求項５】
　前記ドライバ回路は、電源配線と接地配線との間にハイサイドトランジスタとローサイ
ドトランジスタとが直列に接続される３組の駆動段回路を有し、前記ＰＷＭ信号により選
択された２組の前記駆動段回路の前記ハイサイドトランジスタと前記ローサイドトランジ
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スタとが排他的に導通状態に制御され、
　前記比較対象検出信号は、前記３組にお駆動段回路のうち非選択の駆動段回路の出力ノ
ードに生成される駆動信号である請求項１乃至４のいずれか１項に記載のモータの駆動制
御プログラム。
【請求項６】
　モータの回転位置に応じて生成するＰＷＭ信号の状態を遷移させるＰＷＭ信号生成回路
と、
　ドライバ回路を介して前記ＰＷＭ信号をモータに出力する出力インタフェースと、
　前記ドライバ回路が前記ＰＷＭ信号に基づき生成した３相の駆動信号から選択した１相
の駆動信号と前記３相の駆動信号の中点電圧を示すセンタータップ電圧、又は、各相巻き
線端子から接地電位に接続された分圧抵抗網により合成されたアーティフィシャルセンタ
ータップ電圧とを比較するコンパレータと、を有するモータ駆動装置を用いたモータの駆
動制御方法であって、
　前記コンパレータの出力信号の値に基づきコンパレータ積分値を増減し、
　前記コンパレータ積分値がカウント初期値に達したことに応じて前記モータの回転位置
が遷移したことを検出し、
　当該検出結果に応じて、前記ＰＷＭ信号の状態を次状態に遷移させるモータの駆動制御
方法。
【請求項７】
　モータの回転位置に応じて生成するＰＷＭ信号の状態を遷移させるＰＷＭ信号生成回路
と、
　ドライバ回路を介して前記ＰＷＭ信号をモータに出力する出力インタフェースと、
　前記ドライバ回路が前記ＰＷＭ信号に基づき生成した３相の駆動信号から選択した１相
の駆動信号と前記３相の駆動信号の中点電圧を示すセンタータップ電圧、又は、各相巻き
線端子から接地電位に接続された分圧抵抗網により合成されたアーティフィシャルセンタ
ータップ電圧とを比較するコンパレータと、を有し、
　前記ＰＷＭ信号生成回路は、
　前記コンパレータの出力信号の値に基づきコンパレータ積分値を増減し、
　前記コンパレータ積分値がカウント初期値に達したことに応じて前記モータの回転位置
が遷移したことを検出し、
　当該検出結果に応じて、前記ＰＷＭ信号の状態を次状態に遷移させるモータの駆動制御
装置。
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